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海外動態データ分析（2023年1～9月）

2019年と2023年のデータ分析による〈国別訪問地〉動態比較
国別統計で2019年と比較すると、中国・香港・米国・韓国が減少しているのに対し、仙台・花巻空港の直

行便が再開した台湾が大幅増となった他、成田・羽田空港から流動してきたタイ・シンガポール・イギリス・

インドネシア・マレーシアの割合が顕著に増加しています。

2019年と2023年のデータ分析による〈訪問地スポット分布図〉動態比較
下記マップは、訪日旅行者が滞在中に移動している動線をあらわしており、次ページ〈表3〉の他地域訪問数

の分析データが示すとおり、2019年と比較し2023年は訪問地から他地域訪問地への分布が密接且つ広域に分

布しています。

【2019年】 【2023年】

今月号から旅東北NEWSはリニューアルし、旬なテーマの特集記事など幅広い情報提供を行ってまいります。

〈表１〉

出典：東北観光DMP GPS-31海外/
他スポット訪問分析（動態）



【総括】海外動態データ分析（2023年1～9月）
2023年1月から9月海外動態の総括として、コロナ前とほぼ同数までの訪問者数となり、要因は水際対策緩

和や仙台空港・花巻空港など地方路線のいち早い定期便再開が牽引したことと考えられます。動態の特徴とし

て、訪問者が他地域訪問へと広域化されていること、台湾・タイを中心に欧・豪州の訪問者が増えていること

が挙げられます。訪日プロモーション活動が功を奏し、旅行者の目的はモノからコトへと高付加価値のコンテ

ンツ需要が高まっていることが見てとれます。また一方では、FIT需要が高まり、二次交通の利便性など受入環

境整備の課題も挙げられております。

引き続き、分析データを基に検証を重ね、更なるインバウンド需要の喚起を地域と共に推進してまいります。

2019年と2023年のデータ分析による〈実訪問数〉動態比較
2023年1月から9月に東北地方を訪れた実訪問数は、195スポット904,203人で、2019年の180スポッ

ト907,246人の99.7%とコロナ前とほぼ同数まで回復となりました。

2019年訪問上位20スポットと2023年訪問上位20スポットの変化では、山形県銀山温泉や宮城県松島海

岸、山形県山形駅東口が大幅に訪問数が増加しました。また福島県大内宿が新たにランクアップとなりました。

スポット名（訪問上位20) 実訪問数 他訪問合計

総合計 総合計 904,203 2,161,059

1 宮城県 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 107,066 291,935

2 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 40,318 111,761

3 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 35,185 107,215

4 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 29,584 79,122

5 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 28,986 102,969

6 新潟県 越後湯沢駅周辺 27,335 11,892

7 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 26,256 90,800

8 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 20,837 43,580

9 新潟県 ガーラ湯沢周辺 19,095 10,995

10 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 18,672 58,003

11 福島県 下郷町 大内（宿） 17,906 59,625

12 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 16,252 55,851

13 岩手県 盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 16,040 44,933

14 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 14,560 54,614

15 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 14,329 40,090

16 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 14,138 40,307

17 新潟県 苗場スキー場周辺 12,814 2,774

18 新潟県 新潟駅周辺 12,510 1,076

19 宮城県 杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 12,062 44,230

20 青森県 弘前市 若党町（弘前城北部ｴﾘｱ） 11,200 32,677

2023年

スポット名（訪問上位20) 実訪問数

総合計 総合計 1,512,855

1 宮城県 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 230,751

2 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 98,680

3 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 89,258

4 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 72,612

5 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 56,895

6 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 48,075

7 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 47,866

8 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 47,620

9 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 46,179

10 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 43,898

11 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 36,406

12 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 32,090

13 山形県 山形市 蔵王温泉（ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ～ｹﾞﾚﾝﾃﾞ） 31,024

14 宮城県 千年希望の丘（仙台空港含む） 28,229

15 岩手県 花巻市 湯本（花巻温泉） 26,890

16 岩手県 八幡平市 安比高原（宿街） 24,020

17 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 23,900

18 岩手県 盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 23,761

19 青森県 弘前市 若党町（弘前城北部ｴﾘｱ） 22,155

20 山形県 山形市 上町（山形駅南西ｴﾘｱ） 21,691

2019年 スポット名（訪問上位20) 実訪問数

総合計 総合計 2,161,059

1 宮城県 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 290,746

2 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 111,610

3 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 106,890

4 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 102,867

5 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 90,563

6 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 79,293

7 福島県 下郷町 大内（宿） 59,283

8 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 58,015

9 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 55,723

10 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 54,375

11 秋田県 仙北市 角館町小勝田（角館北側） 46,508

12 岩手県 盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 44,945

13 宮城県 杜せきのした（ｲｵﾝﾓｰﾙ名取) 43,928

14 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 43,489

15 岩手県 盛岡市 中央通（盛岡中心街） 40,369

16 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 40,041

17 岩手県 一関市 東山町長坂（猊鼻渓など） 35,642

18 岩手県 花巻市 湯本（花巻温泉） 34,658

19 青森県 弘前市 若党町（弘前城北部ｴﾘｱ） 32,634

20 山形県 山形市 蔵王温泉(ﾛｰﾌﾟｳｪｲ・宿街） 32,472

2023年

〈表2〉

〈表3〉

スポット名（訪問上位20) 実訪問数 他訪問合計

総合計 総合計 907,246 1,512,855

1 宮城県 仙台市青葉区中央（仙台駅前西側） 92,286 235,330

2 宮城県 仙台市青葉区国分町（歓楽街） 39,312 100,237

3 宮城県 仙台市青葉区五橋（仙台駅前南西側） 38,336 90,373

4 新潟県 越後湯沢駅周辺 31,081 13,980

5 青森県 青森市篠田（青森駅前西側） 26,099 57,879

6 宮城県 松島町 松島（松島海岸周辺） 25,301 73,225

7 青森県 青森市安方（青森駅前東北側） 22,688 46,809

8 新潟県 ガーラ湯沢周辺 22,310 12,267

9 新潟県 苗場スキー場周辺 22,134 6,435

10 宮城県 名取市 下増田（仙台空港） 21,139 43,606

11 山形県 尾花沢市 銀山新畑（銀山温泉） 15,955 47,890

12 宮城県 仙台市宮城野区 仙台港北（Sﾓｰﾙｴﾘｱ） 15,608 48,397

13 山形県 山形市 蔵王温泉(樹氷高原周辺） 15,402 50,056

14 岩手県 八幡平市 安比高原（宿街） 15,377 23,960

15 新潟県 新潟駅周辺 14,411 774

16 山形県 山形市 香澄町（山形駅東口） 14,220 37,199

17 岩手県 盛岡市 新田町（盛岡駅北西） 13,252 24,031

18 青森県 弘前市 大字下白銀町（弘前城） 12,776 24,024

19 宮城県 千年希望の丘（仙台空港含む） 12,369 27,526

20 岩手県 八幡平市 安比高原（牧場からｽｷｰ場） 12,271 20,654

2019年

2019年と2023年のデータ分析による〈他地域訪問数〉動態比較
訪問者が他地域へと移動した他地域訪問数では2019年では125スポット1,512,855人であったのに対し、

2023年は140スポット2,161,059人に上り142.8%と大幅増となり訪問が広域化していると言えます。

2019年訪問上位20スポットと2023年訪問上位20スポットの変化では、山形県銀山温泉が大きくランク

アップした他、福島県の大内宿、岩手県一関市の猊鼻渓、秋田県角館町の観光地が新たに加わったことが特徴

の一つです。



事業紹介

●タイにおける東北プロモーション事業「BtoB商談会」等の参加団体を募集しています

東観推では、東北の知名度向上やタイから東北を訪れる

旅行者数の増加を目的に、5月18～19日にタイ・バンコク

における一般消費者向け東北PRイベント「日本東北観光

フェア」を開催予定です。

今般、本イベントと連動し、5月17日にタイ・バンコク

で「BtoB観光セミナー・商談会・交流会」を開催する運び

となりました。本事業では、タイ旅行会社の方々へ東北の魅

力を直接PRし、商品造成に繋げてもらうことで、タイから

東北への旅行者数の増加を図ります。

商談会では、タイ現地旅行会社約30社を招待し、東北の

自治体・民間事業者等と3時間にわたる大規模な商談を行う

予定です。

現在商談会・交流会への参加団体を募集

しておりますので、ぜひご検討ください。

●第2回東北プレミアムコンテンツ商談会を開催しました（1月18日）

2023年7月の第1回開催に続き、第2回東北プレミアムコン

テンツ商談会を1月18日に仙台国際センターにて実施しました。

東北・新潟各地の数あるコンテンツの中から、特にインバウ

ンド向けに適している（内容・体制）と思われるコンテンツを

旅東北ホームページ上にて集約し、今年度実施しているドライ

ブルート事業や海外招請事業、旅行博といった他事業において

も広く露出させ、インバウンド市場における東北コンテンツの

プレゼンス向上を目指しております。

今回の商談会では旅行会社25社（51名）コンテンツ事業者

28事業者（55名）と、総勢106名に参加いただき、時間いっ

ぱいまで活発な商談が行われました。

当日はラウンドオペレーターやOTA（オンライントラベル

エージェント）にも参加いただき、旅行会社側の事後アンケー

トでは、「ぜひ販売したいプランがあった」と92％の方が回答

しており、大変有意義な商談会となりました。

引き続き東北のプレミアムコンテンツの集約・発信に努めて

まいります。

【プレミアムコンテンツタリフの一例】

【商談会の様子】

【東北のプレミアムコンテンツ特集ページ（旅東北HP）】

※今後も随時更新してまいります。

（日・英・繁・韓・タイ）

https://www.tohokukanko.jp/premium

【商談会の様子】

募集詳細：https://www.tohokukanko.jp/business/index.html

https://www.tohokukanko.jp/premium
https://www.tohokukanko.jp/business/index.html


1月活動一覧

◆東北観光DMP

・1/5 国内動態データ可視化（2023年12月分）

・1/31 海外動態データ可視化（2023年7月～9月分）

◆会議等

・1/18 第2回東北プレミアムコンテンツ商談会

・1/24 2023年度第3回行政観光戦略会議

・1/25 第5回訪日プロモーション担当者会議

◆招請事業

・1/24～27 豪州メディア招請

・1/29～２/５ 中国旅行会社招請

◆海外プロモーション

・1/25～28 タイ国際旅行フェア（TITF#29）出展

◆教育旅行

・1/22 令和5年度震災伝承みやぎコンソーシアム情報交換会

・1/30～31 東北復興ツーリズム旅行会社向け招請
                            （宮城・岩手コース）

◆フェニックス塾

・1/19 第7回塾 福島県福島市開催
                             講師：株式会社DMC天童温泉 山口敦史氏

【タイ国際旅行フェア出展の様子】

担当者は日付と会議名が合っているかご確認ください。

【第7回フェニックス塾】

【国内動態データ可視化】

【東北復興ツーリズム招請】

【中国旅行会社招請】

【 2023年度第3回行政観光戦略会議】

【豪州メディア招請】
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「東北観光推進機構」公式Facebook

 東北6県・新潟県の旬の観光情報を配信中！

https://www.facebook.com/tohokukanko/

「いいね」「シェア」をよろしくお願いします！

東北観光推進機構からのお知らせ

国内外における訪日外国人旅行者誘致のイベント等で活用することを目的に、関係者が連携して、東北全体が

共通してプロモーションに活用できる統一ロゴ・マークを作成し、幅広く活用いただいております。こちらから

ダウンロードいただけますので、ぜひ東北観光の認知度向上と海外への魅力発信にご活用ください。

https://www.tohokukanko.jp/business/logo/index.html

東北の太古の昔より生き続ける力強い生命力や震災を乗り越えて大きく飛躍する

メッセージを伝える象徴として、フェニックス（不死鳥）をモチーフに使用。東北

6県及び新潟県を象徴する自然等のイメージを関連づけ、フェニックスの尾を7色で

表現しています。

赤 ― 祭り・紅葉 白 ― 雪・食（米・酒） 黄 ― 黄金（歴史）・稲穂 桃 ― 桜・おもてなし（ハート）

青 ― 海・森・湖 橙 ― 温泉・花・夕日 緑 ― 新緑・田園

【東北の観光・旅行情報サイト旅東北】
https://www.tohokukanko.jp/

【Facebook（Tohoku Tourism）英語版】
https://www.facebook.com/TohokuTourism/?ref=page_internal

【Facebook（Tohoku for Muslims）ムスリム版】
https://www.facebook.com/EnjoyTohokuFood/posts/

【Facebook（旅東北 東北観光推進機構）日本語版】
https://www.facebook.com/tohokukanko

【Instagram（tohokutourism）英語版】

https://www.instagram.com/tohokutourism/?hl=ja

【Instagram（東北旅遊）香港・台湾版】

https://www.instagram.com/tohokutourism_hk/?hl=ja

【Instagram（【公式】東北観光推進機構）日本語版】
https://www.instagram.com/tohokutourism_jp/

【Weibo（日本東北玩楽GO）】
https://weibo.com/lvdongbei

●上記の他、多くの有力メディアが情報収集の場として利用しているTravMediaにて、英・米・仏市場を中心に

「東北プレスセンター」として情報発信を行っています

●以下のHP・SNSなどで情報提供を行っています。

●フェニックスロゴマークをぜひご活用ください

【蔵王の樹氷】

【なまはげ】

【松川温泉】

https://www.facebook.com/tohokukanko/
https://www.tohokukanko.jp/business/logo/index.html
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